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                            平成１９年７月 13 日 

                            気象庁地震火山部 

  

配信資料に関する技術情報 第２６４号 

－－噴火警戒レベル導入に伴う火山情報電文の形式変更について－－ 

 

 内閣府の「火山情報等に対応した火山防災対策検討会」において、現行の火山活動

度レベルを、避難、避難準備及び登山規制等の防災対応に結びつくよう区分し、各区

分（レベル）にキーワード（「避難」、「避難準備」、「注意」等）を設定したわかりや

すい新たなレベルに改善することが適切との骨子がとりまとめられた。 

  

気象庁では、これら検討会の提言を受け、現行の火山情報を次のとおり改善する。 

○ 噴火時等の避難行動等の防災対応を踏まえ、各区分（レベル）にキーワードを設 

定し、５段階に区分した新しいレベルを導入する（参考資料参照）。 

○ 新しいレベルの名称は「噴火警戒レベル」とし、火山情報で発表する。 

○ 火山活動が活発な場合の火山性地震や微動回数等の状況の発表については、レベ

ルが変更されたとの誤解を生じないよう、新たに「火山の状況に関する解説情報」

を設けて発表することとする（従来は火山観測情報で発表）。 

○ 噴火警戒レベルは、所要の準備の整った火山から順次導入する。なお、現行の火 

山活動度レベル導入の火山についても、所要の準備を整え、新たな噴火警戒レベ

ルの導入開始にあわせて切り替え、現行の火山活動度レベルは廃止する。 

 

 このことに伴い、火山情報電文の電文形式を下記のとおり改善する。併せて、火山

性地震や微動回数等の状況の発表するために「火山の状況に関する解説情報」を新た

に設けて配信する。 

 

               記 

１．火山情報の形式変更について  

 ア）コード部 （別紙１参照） 

  ①ヘッダはカザンジョウホウ１で変更はしない。 

  ②コード部については基本的な変更はしない。 

  ③現行の火山活動度レベルを示しているカラムに、噴火警戒レベルを示す（噴火

警戒レベル導入火山のみ）。 

  ④情報番号は、これまで情報種別（緊急火山情報、臨時火山情報、火山観測情報）

毎に通番の運用をしていたが、情報種別に関わらず火山ごとの通番とする。 

 

 ※なお、これまで未使用だった部分を活用して、前回火山情報発表時の噴火警戒レ

ベルを記載しますが、すぐに対応していただく必要はなく、利用者の準備が整い



                                       配信資料に関する技術情報 第 264 号 

 

次第ご活用下さい。 

 

 イ）本文（テキスト部分） 

  より分かりやすくするために、文章表記等を改善（別紙２～５）。 

  ①冒頭部においては、従来の火山名、発表官署等に加え、噴火警戒レベルの状況

を記載するとともに、火山名を先頭にするなど、表記形式を変更する。 

（※噴火警戒レベル未導入火山においては、噴火警戒レベルの状況の代わりに

「静穏」、「やや活発」、「活発」等の火山活動評価を記載する。） 

  ②見出し部及び本文部においては、噴火警戒レベルの記載を見やすくするととも 

に、区切りを示す「＊」を減らす等、表記形式を一部変更する。 

  ③末尾に、参考として、噴火警戒レベルの説明を記載する（噴火警戒レベル導入

済み火山のみ）。 

 

 ウ）その他 

  現在、火山情報種別番号 44 を用いている「統一見解等」については、これまで

その内容を 40、41、42 のいずれかの情報に盛り込んで発表しており、オンライ

ンで配信する火山情報として単独での発表はないことから、今回の改修を契機に

廃止する。 

  

２．新規電文の配信 （別紙６～７参照） 

 ア）火山性地震や微動回数等の状況を発表する際に用いる。 

 イ）電文ヘッダは、「カザンカイセツ１」とする。 

 ウ）コード部は、カザンジヨウホウ１と同一形式とし、火山情報種別番号コードは、

現在未定義となっている「４３」を用いる。 

 エ）情報名称は、「火山の状況に関する解説情報」とする。 

 

３．火山情報の変更及び新規電文の運用開始時期 

  平成１９年１１月中 

  （具体的な開始日は、開始日の１ヶ月前までにお知らせします） 

   

 なお、運用開始前に試験電文の配信を予定しています。実施日は追って連絡します。 
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（参考資料） 
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                                 （別紙１） 

『アデス発信電文の形式』 

 

カザンジヨウホウ１及びカザンカイセツ１*2電文コードの変更点 

 ※１：コード部の説明の詳細については、別添資料をご参照ください。 

 ※２：新規電文「火山の状況に関する解説情報」についても同一形式とする。 

 

＜コード部＞ 以下の下線部が変更点です。 

 aa bb cc y1y1m1m1d1d1h1h1m1m1s1s1 Cnf y2y2m2m2d2d2h2h2m2m2 Nnnnn Fx Sd1d1d1d2 Meee Lp1p2p3p4 9999 

 

 

○aa ：火山情報種別番号 

【変更】現在 44 で示している「統一見解等」は廃止する。 

    43：新規電文「火山の状況に関する解説情報」 

 

○Nnnnn ：情報番号 

【変更】これまで情報種別（緊急火山情報、臨時火山情報、火山観測情報）毎に通番

の運用をしていたが、情報種別に関わらず火山ごとの通番とする。 

    ※２：「火山の状況に関する解説情報」の情報番号は独自の通番とする。 

 

○Lp1p2p3p4 ：火山活動度レベル 

【現行】 

 Lp1p2p3p4 ：火山活動度レベル 

   L    :火山活動度（レベル）を示す識別記号 

   p1   :現在の火山活動度レベル。/＝導入していない火山。 

   p2p3p4 :///＝未使用 

 

【変更】Ｌと p1 の運用は変更しないが、噴火警戒レベルに読み替える。 

 Lp1p2p3p4 ：噴火警戒レベル 

   L       ：噴火警戒レベルを示す識別記号 

   p1      ：現在の噴火警戒レベル。/＝導入していない火山。 

   p2      ：前回火山情報発表時の噴火警戒レベル。/＝導入していない火山。 

   p3p4    ：//＝未使用 
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（別紙２） 

○現在の情報例 (レベル運用済みの火山) 
 
ｶｻﾞﾝｼﾞﾖｳﾎｳ 1 ﾌｸｵｶ 
41 07 00 060612183535 C11 0606121835 N0001 F/ S8071 M506 L3/// 9999 
 
臨時火山情報 第 1号 
平成１８年６月１２日１８時３５分 福岡管区気象台・鹿児島地方気象台  
火山名 桜島 
 
＊＊ 見出し ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
桜島の昭和火口付近で新たな噴火が始まり次第に噴火活動が活発化しています。 
南岳山頂火口に加え、昭和火口付近の噴火活動にも注意して下さい。 
＜火山活動度レベルを２から３に引き上げました。＞ 
 
＊＊ 本 文 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
 桜島では、６月４日から、南岳東斜面標高約８００ｍの昭和火口付近から 
新たな噴火が始まり、高さ１０００ｍの噴煙を上げる噴火が時々発生してい 
ます。 
 昭和火口付近の噴火活動は次第に活発化しており、従来の南岳山頂火口で 
発生している噴火と同じような噴火が、昭和火口付近でも発生する可能性が 
高くなってきました。従来の南岳山頂火口に加え、昭和火口付近の噴火活動 
に注意して下さい。 
 昭和火口付近から噴火があった場合には、噴石の飛散範囲が従来の南岳山 
頂火口とは異なります。また、過去の事例からみると小規模な噴火であって 
も、火砕流（火口縁から約１ｋｍ程度流下）が発生する可能性があります。 
 新たな火口周辺には火山灰等が堆積しており、降雨時には泥流や土石流に 
も注意が必要です。なお、いずれの火口からの噴火でも、風下側では降灰等 
にも注意して下さい。 
 
 ＜火山活動度レベルは０～５のうち、３（活発な火山活動）です＞ 
 
次の火山情報は、６月１３日（火）に火山観測情報の発表を予定しています。 
火山活動に変化があった場合には、火山情報で随時お知らせします。 

情報例文 
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（別紙３） 
○変更後の情報例 (レベル運用済みの火山) 

  

ｶｻﾞﾝｼﾞﾖｳﾎｳ 1 ﾌｸｵｶ 

41 07 00 060612183535 C11 0606121835 N0001 F/ S8071 M506 L32// 9999 

 

火山名 桜島 火山情報 第１号（臨時火山情報） 

【レベル３（注意）に引き上げ】  

平成１８年６月１２日１８時３５分 福岡管区気象台・鹿児島地方気象台  

 

＊＊（見出し）＊＊ 

＜噴火警戒レベルを２（火口周辺注意）から３（注意）に引き上げ＞ 

桜島の昭和火口付近で新たな噴火が始まり次第に噴火活動が活発化しています。 

南岳山頂火口に加え、昭和火口付近の噴火活動にも注意して下さい。 

 

＊＊（本 文）＊＊ 

 桜島では、６月４日から、南岳東斜面標高約８００ｍの昭和火口付近から 

新たな噴火が始まり、高さ１０００ｍの噴煙を上げる噴火が時々発生してい 

ます。 

 昭和火口付近の噴火活動は次第に活発化しており、従来の南岳山頂火口で 

発生している噴火と同じような噴火が、昭和火口付近でも発生する可能性が 

高くなってきました。従来の南岳山頂火口に加え、昭和火口付近の噴火活動 

に注意して下さい。 

 昭和火口付近から噴火があった場合には、噴石の飛散範囲が従来の南岳山 

頂火口とは異なります。また、過去の事例からみると小規模な噴火であって 

も、火砕流（火口縁から約１ｋｍ程度流下）が発生する可能性があります。 

新たな火口周辺には火山灰等が堆積しており、降雨時には泥流や土石流にも 

注意が必要です。なお、いずれの火口からの噴火でも、風下側では降灰等に 

も注意して下さい。 

 

＜噴火警戒レベルを２（火口周辺注意）から３（注意）に引き上げました＞ 

 火山活動に変化があった場合には、火山情報で随時お知らせします。 

 

＊＊（参考：噴火警戒レベルの説明）＊＊ 

【レベル５（避難）】：居住地域に重大な被害を及ぼす噴火が発生または 

     切迫。危険な居住地域からの避難等が必要。 

【レベル４（避難準備）】：居住地域に重大な被害を及ぼす噴火が発生す 

     る可能性が高まっている。警戒が必要な居住地域での避難の 

     準備。災害時要援護者の避難等が必要。       

【レベル３（注意）】：火山活動は活発。状況に応じて災害時要援護者の 

     避難準備等。登山・入山規制等危険な地域への立入規制等。 

【レベル２（火口周辺注意）】：火山活動はやや活発。 

     火口周辺への立入規制等。 

【レベル１（平常）】：火山活動は静穏。特別の対応なし。 

     状況に応じて火口内への立入規制等。 

（注：避難や規制の対象地域は、地域の状況や火山活動状況により異なる） 

冒頭部にレ

ベルを追加

し、見やす

く整理 

前回レベルを

コードに追加 

レベルの状況を

最初に記載 

末尾部にレベ

ルの説明を記

載 

 

(表現を若干

変更すること

があります) 

情報例文 
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（別紙４） 

○現在の情報例 (レベル未導入の火山) 

 

ｶｻﾞﾝｼﾞﾖｳﾎｳ 1 ｷｼﾖｳ 

41 03 00 060612183535 C11 0606121835 N0001 F/ S6620 M307 L//// 9999 

 
臨時火山情報 第 1号 
平成１８年６月１２日１８時３５分 気象庁地震火山部 

火山名 新潟焼山 

 
＊＊ 見出し ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 新潟焼山は火山活動が活発化しており、今後、噴火する可能性が高くなっ 

ています。火山活動評価を「やや活発」から「活発」に引き上げました。 

今後の火山活動状況に注意してください。 
 
＊＊ 本 文 ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

 新潟焼山は昨日から微動が観測され、本日になって微動及び火山性地震の 

発生回数が多くなっており、火山活動が活発化しています。今後、新潟焼山 

が噴火する可能性が高くなっています。 

このため、火山活動評価を「やや活発」から「活発」に引き上げました。 

火山活動に注意して下さい。 

 火山活動に変化があった場合には、火山情報で随時お知らせします。 

 

情報例文 
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（別紙５） 

○変更後の情報例 （レベル未運用の火山） 

 

ｶｻﾞﾝｼﾞﾖｳﾎｳ 1 ｷｼﾖｳ 

41 03 00 060612183535 C11 0606121835 N0001 F/ S6620 M307 L//// 9999 

 

火山名 新潟焼山 火山情報 第１号（臨時火山情報） 

【火山活動評価を「活発」に引き上げ】  

平成１８年６月１２日１８時３５分 気象庁地震火山部  

 

＊＊（見出し）＊＊ 

＜火山活動評価を「やや活発」から「活発」に引き上げ＞ 

 新潟焼山は火山活動が活発化しており、今後、噴火する可能性が高くなっ 

ています。火山活動評価を「やや活発」から「活発」に引き上げました。 

今後の火山活動状況に注意してください。 

 

＊＊（本 文）＊＊ 

 新潟焼山は昨日から微動が観測され、本日になって微動及び火山性地震の 

発生回数が多くなっており、火山活動が活発化しています。今後、新潟焼山 

が噴火する可能性が高くなっています。 

このため、火山活動評価を「やや活発」から「活発」に引き上げました。 

火山活動に注意して下さい。 

 

＜火山活動評価を「やや活発」から「活発」に引き上げました＞ 

 

 火山活動に変化があった場合には、火山情報で随時お知らせします。 

 

 

冒頭部に火山

活動評価を追

加し、見やすく

整理 

火山活動評価の状況

を最初に記載 

情報例文 
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                                 （別紙６） 

○火山状況を解説するための新規情報例 (レベル運用済みの火山) 

 

ｶｻﾞﾝｶｲｾﾂ 1 ﾌｸｵｶ 

43 07 00 060612183535 C11 0606121835 N0123 F/ S8071 M506 L32// 9999    

 

火山名 桜島 火山の状況に関する解説情報 第１２３号 

平成１８年６月１２日１８時３５分 福岡管区気象台・鹿児島地方気象台  

 

＊＊ 本文 ＊＊ 

＜噴火警戒レベルに変更はありません（レベル３（注意）＞ 

桜島の７日１５時から本日１５時までの火山活動は次のとおりです。 

この期間、噴火は観測されませんでした。 

１５時現在、噴煙の状況は悪天のため不明です。 

火山性地震の回数は次のとおりで、地震の規模はいずれも小さく、体に感じる 

地震は発生していません。 

     ７日 ５３回 

     ８日 ２６回 

     ９日 ４０回 

    １０日 １０回 

    １１日 １２回 

    １２日  ４回（15 時まで） 

火山性微動は５月２３日１６時５４分頃に発生して以降、観測されていません。 

ＧＰＳによる観測では地殻変動に特段の変化は認められません。 

次の火山の状況に関する解説情報は１９日１６時発表の予定です。 

 

＜噴火警戒レベルは３（注意）です＞ 

情報例文 
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                                （別紙７） 

○火山状況を解説するための新規情報例 (レベル未運用の火山) 

 

ｶｻﾞﾝｶｲｾﾂ 1 ｷｼﾖｳ 

43 03 00 060612183535 C11 0606121835 N0123 F/ S6620 M307 L//// 9999    

 

火山名 新潟焼山 火山の状況に関する解説情報 第１２３号 

平成１８年６月１２日１８時３５分 気象庁地震火山部  

 

＊＊ 本文 ＊＊ 

＜火山活動評価に変更はありません「活発」＞ 

新潟焼山の７日１５時から本日１５時までの火山活動は次のとおりです。 

この期間、噴火は観測されませんでした。 

１５時現在、噴煙の状況は悪天のため不明です。 

火山性地震の回数は次のとおりで、地震の規模はいずれも小さく、体に感じる 

地震は発生していません。 

     ７日 ５３回 

     ８日 ２６回 

     ９日 ４０回 

    １０日 １０回 

    １１日 １２回 

    １２日  ４回（15 時まで） 

火山性微動は５月２３日１６時５４分頃に発生して以降、観測されていません。 

次の火山の状況に関する解説情報は１９日１６時発表の予定です。 

 

＜火山活動評価は「活発」です＞ 

 

情報例文 



１．電文フォーマット

(1)
ａ） カザンジヨウホウ１

hhhhhhhhhhhh　 nnnnnnnnnn 　ヘッダー部

(STX)

aa bb cc y1y1m1m1d1d1h1h1m1m1s1s1 Cnf y2y2m2m2d2d2h2h2m2m2 Nnnnn Fx Sd1d1d1d2 Meee Lp1p2p3p4 9999 　コード部

火山名　○○　火山情報　第○○号（□□情報） □□：緊急火山／臨時火山／

【レベル○（キーワード）に△△】 　　　火山観測

平成○○年○○月○○日○○時○○分　○○○○気象台

△△：引き上げ／引き下げ／継続

＊＊　（見出し）　＊＊

＜噴火警戒レベルを○（キーワード）から○（キーワード）に△△＞　　　 レベル（キーワード）の状況

　○○山の活動が活発化しており．．．

＊＊　（本　文）　＊＊

＜噴火警戒レベルを○（キーワード）から○（キーワード）に△△＞　　　 レベル（キーワード）の状況

＊＊（参考：噴火警戒レベルの説明）＊＊

【レベル５（避難）】：居住地域に・・・

　　　　　　・・・・・

【レベル１（平常）】：火山活動は・・・

★複数電文の場合は、最終電文をのぞき文末に”（つづく）”を付ける。

=
(ETX)

ｂ） カザンカイセツ１

hhhhhhhhhhhh　 nnnnnnnnnn 　ヘッダー部

(STX)

aa bb cc y1y1m1m1d1d1h1h1m1m1s1s1 Cnf y2y2m2m2d2d2h2h2m2m2 Nnnnn Fx Sd1d1d1d2 Meee Lp1p2p3p4 9999 　コード部

火山名　○○　火山の状況に関する解説情報　第○○号

平成○○年○○月○○日○○時○○分　○○○○気象台

＊＊　（本文）　＊＊

＜噴火警戒レベルに変更はありません（レベル○（キーワード））＞　　　 レベル（キーワード）の状況

○○山の火山活動は次のとおりです。

　　・・・・・

★複数電文の場合は、最終電文をのぞき文末に”（つづく）”を付ける。

=
(ETX)

必要に応じて活動状況・注意喚起等について自由入力する。

カザンジヨウホウ１およびカザンカイセツ１電文フォーマット　　　　　　　　(平成19年11月現在)

配信資料に関する技術情報 第264号　別添資料

電文形式と構成



(2)
1) hhhhhhhhhhhh : 電文ヘッダ（半角カナ）：火山情報＝カザンジヨウホウ１

　　　　　　　　　　　　火山の状況に関する解説情報＝カザンカイセツ１

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

2) nnnnnnnnnn : 発信官署名（半角カナ）

3) (STX) : 本文開始符号(Start of Text)

4) aa : 火山情報種別番号
40=緊急火山情報,41=臨時火山情報
42=火山観測情報,43=火山の状況に関する解説情報
　

5) bb : 電文発信官署コード
01=札幌,02=仙台,03=本庁,04=大阪,05=福岡,06=沖縄,07=鹿児島
09=中枢以外の気象官署（地台など）
※本来発信すべき官署が何らかの理由により、電文を発信することが不可能な場合には、他の官署が代行発信する。

　代行発信時における電文発信官署コードはｂｂの１０位を”１”。
　１位を電文発信する官署のｂｂの１位とする。

　例」仙台管区気象台が他の官署の代行発信を行う場合のｂｂは"１２"となる。
　地方気象台が他の官署の代行発信を行う場合のｂｂは"１９" となる。

6) cc : 電文種別
00=通常,01=訓練,10=通常の取り消し,11=訓練の取り消し
20=通常形式の電文による配信試験,30=基本コード部のみの形式による配信試験

7) y1y1m1m1d1d1h1h1m1m1s1s1 : 電文発信時刻

8) Cnf : 電文通数
１通の電文では電文長が最大3,800ﾊﾞｲﾄまでの制限があるため、複数に分かれる場合の判断に使用する。
c : 電文通数を示す識別符号。

n : この情報で電文がこれを含めあと何通あるかを示す。

f : この電文でコード部が終わりかあるいはさらに続くかを示す。

1=終わり,0=続く

例えば１通のみで終わる時にはC11となる。本文で２通に分割される時には１通目がC21、２通目がC11となる。

コード部で２通に分割される場合は１通目がC20、２通目がC11となる。

（火山情報では、コード部で２通に分割されることは無い）

２電文目以降の電文のコード部は（aa bb nn y1y1m1m1d1d1h1h1m1m1s1s1 Cnf 9999)とする。
9) y2y2m2m2d2d2h2h2m2m2 : 情報発表時刻

10) Nnnnn : 情報番号
N : 情報番号を示す識別符号

nnnn : 情報番号 通番：n=1～9999; ////＝省略

※火山情報は、火山情報の種別に関係なく火山毎の通番として、年単位で更新する。

※火山の状況に関する解説情報は、火山毎の通番として、年単位で更新する。

※火山情報と火山状況に関する解説情報の情報番号は別立てとする。

11) Fx : 情報発表タイミング等
F : 情報発表のタイミング及び現地確認の有無等を示す識別符号

x : 情報発表のタイミング等を現す。 /=設定なし

1=噴火前

2=噴火後

3=現地確認・現地報告を受けての発表

ヘッダー・コード部詳細（カザンジヨウホウ１、カザンカイセツ１共通）



9=不明

12) Sd1d1d1d2 : 情報発表官署
S : 情報発表官署を示す識別符号

d1d1d1 : 情報発表官署コード（別表１：案１または案２）

d2 : 連名による情報発表の有無 0=連名なし（通常）

1=連名発表（主たる発表官署はd1d1d1)

13) Meee : M : 火山名

eee : 火山名コード（別表２）

注）コード＝９００は、火山名は本文を参照することを指示するコードとする。

　　従って、この場合、利用者は必ず本文を参照することを前提とする。

　　新に火山名が追加される場合は、９０１より定義していくものとする。

14) Lp1p2p3p4 : 噴火警戒レベル
L : 噴火警戒レベルを示す識別記号

p1 : 現在の噴火警戒レベル。/＝導入していない火山。

p2 前回発表時の噴火警戒レベル。/＝導入していない火山。

p3p4 : //＝未使用

15) ９９９９ : コード部終了符号
16) = : 本文終了記号
17) (ETX) : 本文終了符号(End of Text)




